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の
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天
智
天
皇
の
薨
後
、
大
海
人
皇
子（
天
武
天
皇
、

淨
見
原
の
天
皇
）と
大
友
皇
子
の
皇
位
争
い（
壬
申
の

乱
）を
め
ぐ
る『
源
平
盛
衰
記
』や『
宇
治
拾
遺
物
語
』

に
み
え
る
逸
話
を
素
材
に
し
た『
国
栖
』は
、
現
在
、

五
流
の
上
演
曲
で
あ
る
が
、
そ
の
詞
章
は
観
世
流
の

み
が
他
の
四
流
と
少
な
か
ら
ず
異
な
っ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
観
世
流
で
は
、
他
流
が「
淨き

よ

見み

原ば
ら

の
天
皇
」

と
し
て
い
る
の
を
、「
や
ご
と
な
き
お
ん
方
」あ
る
い

は「
よ
し
あ
る
お
ん
方
」と
し
、
他
流
が「
大
友
の
皇

子
」と
し
て
い
る
の
を
、「
何
某
の
連
」あ
る
い
は「
ま

ぢ
か
き
人
」と
し
て
朧
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ

に
連
動
さ
せ
て
、
他
流
の「
落
ち
ゆ
く
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0

0

0
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道
の
果
て
ま
で
も
」と
し
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た

だ
な
ら
ぬ
雲
間

0

0

の
気
色
や
な
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ぬ
空0

の

気
色
や
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」、「
露
霜
に
ひ
き
濡
れ

0

0

0

0

た
ま
へ
ど
も
」を

「
露
霜
に
萎
れ

0

0

た
ま
へ
ど
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」、「
舟
ひ
き
起
こ
し
玉0

体0

の
」を「
舟
ひ
き
起
こ
し
尊
体

0

0

の
」「
君
十
善

0

0

の
余

慶
に
超
え（
こ
た
へ
）」
を「
積
善

0

0

の
余
慶
か
ぎ
り
な

く
」、「
万
乗

0

0

の
位0

」を「
蟠
龍

0

0

の
雲
居

0

0

」な
ど
と
し
て

い
る
。
違
い
は
こ
れ
以
外
に
も
少
な
く
な
い
が（
天

女
の
舞
事
に
つ
い
て
も
、
観
世
だ
け
が〈
天
女
の
舞
〉

の
ほ
か〈
楽
〉と
す
る
場
合
も
あ
る
）、
こ
れ
ら
観
世

流
の
詞
章
の
特
色
は
主
と
し
て
現
在
は
子
方
と
し
て

登
場
す
る
淨
見
原
の
天
皇（
天
武
天
皇
）や
、
能
に
は

登
場
し
な
い
大
友
皇
子
の
朧
化
や
待
遇
表
現
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
世
流
の『
国
栖
』の
詞
章
に
つ
い
て

は
、
昭
和
五
年
の『
謡
曲
大
観
』や
昭
和
五
十
一
年
の

日
本
古
典
文
学
全
集『
謡
曲
集
』に
他
流
と
の
違
い
が

詳
細
に
示
さ
れ
、
近
年
の『
能
楽
大
事
典
』な
ど
で
も

留
意
さ
れ
て
い
る
が
、
論
考
と
し
て
は
、
は
や
く

斎
藤
香
邨
氏
が
昭
和
三
年
十
一
月
～
同
四
年
一
月

の『
大
観
世
』
に
寄
せ
た「
国
栖
の
変
遷
」
で
取
り
上

げ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
当
時
の
観
世
流
の
詞
章（
大

正
九
年
～
十
年
刊
行
の「
大
正
正
本
」）と
明
暦
三
年

（
一
六
五
七
）刊
の
野
田
本
、
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）

刊
の
山
長
本
、
明
和
二
年（
一
七
六
五
）刊
の
明
和
改

正
謡
本（
い
ず
れ
も
観
世
流
）な
ど
と
の
対
照
表
を
掲

出
し
て
、
当
時
の
観
世
流
の『
国
栖
』の
詞
章
が
後
代

の
改
変
で
あ
り
、
そ
の
改
変
は
ま
ず
観
世
元
章
の
明

和
改
正
謡
本
に
お
い
て
な
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
し
そ

の
詞
章
は
明
和
改
正
謡
本
と
お
お
よ
そ
は
重
な
る

が
、
か
な
ら
ず
し
も
明
和
改
正
謡
本
と
同
じ
で
は
な

い
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
詞
章
が
生
ま
れ
た
の
は
明
治

に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
は
京
都
の
片

山
家
の
関
与
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　

以
上
の
見
解
に
少
し
補
足
す
る
と
、
明
和
改
正
謡

本
に
お
け
る『
国
栖
』の
詞
章
の
改
変
は
か
な
り
大
幅

な
も
の
で
あ
り
、「
大
友
の
皇
子
」を「
な
に
が
し
の

連
」と
変
え
る
な
ど
、
例
に
よ
っ
て
貴
人
を
憚
っ
た

改
訂
も
認
め
ら
れ
る
が
、
意
外
な
こ
と
に
、「
淨
見

原
の
天
皇
」は
旧
来
の
観
世
流
の
ま
ま
で
、
改
訂
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
斎
藤
稿
の
時
代

の
詞
章
は
明
和
改
正
謡
本
に
近
い
も
の
の
、「
淨
見

原
の
天
皇
」も「
や
ご
と
な
き
お
ん
方
」「
よ
し
あ
る

お
ん
方
」と
変
え
ら
れ
、
よ
り
貴
人
を
憚
る
形
に
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
現
在
の
観
世
流
大
成

版
に
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
明
和
改
正
謡
本
と
い
え
ば
、
現
在
の
観
世

文
庫
に
は
、
貼
紙
に
よ
っ
て
詞
章
改
訂
が
施
さ
れ
た

『
国
栖
』の
写
本
が
伝
存
し
て
い
る
が
、
こ
の
改
訂
の

し
か
た
は
中
尾
薫
氏
の
論
考「
田
安
宗
武
と
明
和
改

正
謡
本―

田
安
家
旧
蔵｢

版
本
番
外
謡
本｣

の
書
込
み
を
め

ぐ
っ
て―

｣

（『
能
と
狂
言
』
二
、
平
成
十
五
年
）
に
お

い
て
、
観
世
元
章
に
よ
る
明
和
の
詞
章
改
訂
の
過
程

を
伝
え
る
資
料
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
で

あ
る
。
そ
の
観
世
文
庫
本『
国
栖
』の
改
訂
後
の
詞
章

は
明
和
改
正
謡
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
一
方
、
異

な
る
点
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
明
和
本
の「
淨

見
原
の
天
皇
」は
観
世
文
庫
本
で
は
ど
の
本
に
も
な

い「
大
海
人
の
皇
子
」と
改
め
ら
れ
て
お
り
、
一
方
、

明
和
本
の「
な
に
が
し
の
連
」は
観
世
文
庫
本
で
は
観

世
流
本
来
の「
大
友
の
皇
子
」の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
、
明
和
改
正
謡
本
刊
行
を
前
に
し
て
、

貴
人
を
朧
化
し
よ
う
と
い
う
方
針
と
史
実
に
も
合
わ

せ
た
い
と
い
う
方
針
と
の
あ
い
だ
で
揺
れ
て
い
た
元
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章
の
苦
心
が
窺
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
観

世
文
庫
本『
国
栖
』の
改
訂
詞
章
が
明
和
改
正
謡
本
に

定
着
す
る
以
前
の
詞
章
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

観
世
流
の『
国
栖
』の
詞
章
が
現
在
の
形
に
な
る
ま
で

に
は
、
こ
の
よ
う
な
段
階
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
斎
藤
氏
が
観
世
流
の
詞
章
の
改
変
に
は
片

山
家
の
関
与
が
あ
っ
た
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
氏

自
身
の
伝
聞
を
も
と
に
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
筆
者
は
コ
メ
ン
ト
す
る
材
料
を
持
ち
あ
わ
せ

て
い
な
い
。
ま
た
、
斎
藤
氏
が
改
変
の
時
期
を
維
新

後
と
し
た
の
は
、
明
治
十
四
年
に
檜
常
介
が
刊
行
し

た
別
組
本
の
詞
章
が
当
時
の
観
世
流
の
詞
章（
大
正

正
本
）と
同
じ
だ
っ
た
こ
と
に
拠
る
ら
し
い
。
斎
藤

稿
に
掲
出
さ
れ
た
対
照
表
に「
明
治
本
及
観
世
本
」

と
あ
る「
明
治
本
」
が
明
治
十
四
年
の
別
組
本
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。「
観
世
本
」
は
も
ち
ろ
ん
昭
和
三
年

当
時
の
観
世
流
の
正
本「
大
正
正
本
」で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
明
治
十
四
年
の
別
組
本『
国
栖
』

の
詞
章
は
、
天
保
十
一
年（
一
八
四
〇
）の
刊
記
を
も

つ
、「
別
組（
別
能
）」二
十
八
番
中
の『
国
栖
』と
同
じ

で
あ
る
。
天
保
十
一
年
に
は
内
組
一
一
〇
番
、
外
組

六
十
二
番
の
観
世
流
謡
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
補
っ
て
二
百
番
と
す
べ
く
刊
行
さ
れ
た
の
が

「
別
組
」二
十
八
番
で
あ
る
が
、
こ
の「
別
組
」は
天
保

十
一
年
の
刊
記
を
も
つ
も
の
の
、
実
際
の
刊
行
は
そ

れ
以
後
の
よ
う
で
、
そ
の
時
期
は
幕
末
か
ら
明
治
初

期
と
い
う
幅
を
も
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ

ば
、
他
流
と
は
異
な
る『
国
栖
』の
詞
章
の
出
現
は
明

治
に
入
っ
て
か
ら
と
す
る
斎
藤
氏
の
見
解
は
、
天
保

十
一
年
刊
の
刊
記
を
も
つ「
別
組
」の
刊
行
が
明
治
初

期
頃
と
い
う
主
張
で
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。
斎
藤
稿

で
は
そ
の
あ
た
り
が
明
確
で
は
な
い
が
、「
別
組
」の

刊
行
が
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
可
能
性
は
高
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
在
の
観
世
流
大
成
版
の
詞

章
は
本
来
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
現
在
の
よ
う

に
改
変
さ
れ
た
の
は
、
明
治
初
期
以
前
と
な
る
わ
け

で
、
そ
の
改
変
は『
蝉
丸
』な
ど
皇
室
に
か
か
わ
る
能

の
上
演
が
自
粛
さ
れ
た
り
し
た
、
昭
和
初
年
の
戦
時

下
の
能
楽
統
制
と
は
か
か
わ
り
が
な
い
こ
と
に
も
な

る
。
ま
た
、
明
和
の
改
正
前
の
本
来
の
観
世
流
の
詞

章
は
、
他
の
四
流
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
古
詞

章
は「
淨
見
原
天
皇
」や「
大
友
皇
子
」を
明
示
す
る
点

で
も
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が『
国
栖
』本

来
の
詞
章
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
同
じ
観
世
流
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
梅
若

家
の『
国
栖
』の
詞
章
は
本
来
の
観
世
流
や
他
の
四
流

の
詞
章
に
近
く
、
た
と
え
ば
、
現
行
観
世
流
の「
や

ご
と
な
き
お
ん
方
」「
よ
し
あ
る
お
ん
方
」は「
淨
見

原
の
天
皇
」と
し
、「
な
に
が
し
の
連
」「
ま
ぢ
か
き

人
」は「
大
友
の
皇
子
」と
し
て
い
る
。
こ
の
梅
若
家

の
詞
章
は
本
来
の
観
世
流
詞
章
に「
別
組
」の『
国
栖
』

も
参
照
し
、
ご
く
一
部
に
明
和
改
正
謡
本
の
詞
章
も

用
い
た
も
の
で
、
大
正
十
年
に
梅
若
万
三
郎
、
観
世

銕
之
丞（
華
雪
）と
梅
若
流
樹
立
を
宣
言
し
た
梅
若
六

郎（
二
世
梅
若
実
）が
昭
和
六
年
か
ら
九
年
ま
で
の
あ

い
だ
に
刊
行
し
た「
梅
若
流
謡
本
」の『
国
栖
』と
同
じ

で
あ
る
。
そ
れ
が
昭
和
初
年
か
ら
い
つ
頃
ま
で
溯
る

か
が
気
に
な
る
が
、
現
時
点
で
は
そ
れ
は
よ
く
分
か

ら
な
い
。『
梅
若
実
日
記
』に
よ
る
と
、
明
治
八
年
六

月
に
初
世
梅
若
実
が『
国
栖
』
を「
再
興
」
し
て
い
る

が
、
初
世
実
は
こ
の
頃
か
ら「
別
組
」の
能
を
数
多
く

「
再
興
」し
て
い
る
こ
と
や
他
の
徴
証
か
ら
も
、
こ
の

『
国
栖
』は
現
行
観
世
流
と
同
じ
詞
章
の「
別
能
」に
拠

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
結
局
、
梅
若
家
が
現
在
の
よ

う
な
詞
章
で『
国
栖
』を
演
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期

は
昭
和
初
年
の「
梅
若
流
謡
本
」刊
行
以
前
と
し
か
言

え
な
い
の
だ
が
、い
ず
れ
に
せ
よ
、梅
若
家
の『
国
栖
』

の
詞
章
が
観
世
流
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
大
正
に

入
っ
て
か
ら
表
面
化
す
る
、
い
わ
ゆ
る
観
梅
問
題
が

そ
の
背
景
と
し
て
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。

  

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
の
観
世
流
の『
国
栖
』の
詞

章
は
複
雑
な
来
歴
を
も
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
詞

章
は
、
斎
藤
香
邨
氏
も「
あ
つ
た
ら
名
曲
を
何
故
斯

う
い
ふ
拙
い
も
の
に
し
て
し
ま
つ
た
か
」と
慨
嘆
し

て
い
る
よ
う
に
、
総
じ
て
演
者
や
関
係
者
に
は
不
評

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、『
国
栖
』が
壬
申
の
乱
に
か

か
わ
る
曲
で
あ
る
こ
と
は
他
流
の
詞
章
か
ら
も
明
ら

か
な
の
に
、
現
在
の
観
世
流
の
詞
章
で
は
、「
淨
見

原
の
天
皇
」や「
大
友
皇
子
」の
名
が
朧
化
さ
れ
て
い

て
、
そ
れ
が
壬
申
の
乱
に
ま
つ
わ
る
で
き
ご
と
で
あ

る
と
分
か
る
の
は
、
キ
リ
の「
国
土
を
改
め
、
治
む

る
御
代
の
、
天
武
の
聖
代
、
畏
き
恵
み
、
あ
ら
た
な

り
け
る
、
た
め
し
か
な
」に
お
い
て
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
同
じ
観
世
流
だ
が
現
在
の
銕
之
丞
家
や

銕
仙
会
で
は
、「
淨
見
原
の
天
皇
」や「
大
友
の
皇
子
」

を
明
示
し
た
詞
章
で『
国
栖
』を
上
演
し
て
い
る
。
本

日
の『
国
栖
』も
そ
の
か
た
ち
で
上
演
さ
れ
る
が
、
そ

れ
は
昭
和
五
十
三
年
に
亡
く
な
っ
た
観
世
寿
夫
氏
の

判
断
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
は
傍
証
も
あ
っ
て
、
平
成

二
十
一
年
四
月
の『
観
世
』に
掲
載
さ
れ
た「
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
〈
国
栖
〉を
め
ぐ
っ
て
」で
、
故
片
山
慶
次
郎
氏
が
、

聞
き
手
の
小
辰
恭
子
氏
に
た
い
し
て
、
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以
前
、
寿
夫
さ
ん
が「
詞
章
は
こ
っ
ち
の
ほ
う

が
い
い
よ
、
筋
が
通
る
よ
」
と
い
う
こ
と
で
、

例
え
ば
、
初
同
の「
さ
も
や
ご
と
な
き
御
方
と

は
」と
い
う
の
を
、「
さ
も
淨
見
原
の
天
皇
と
は
」

と
戻
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
僕
ら
も
稽
古
や

地
謡
を
す
る
の
に「
淨
見
原
天
皇
」と
覚
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
今
も
半
々
く
ら
い
で
や
っ
て

い
る
け
れ
ど
。

と
発
言
し
て
い
る
。
寿
夫
氏
は
昭
和
三
十
八
年
に『
国

栖
』を
演
じ
て
い
る
か
ら
、
銕
之
丞
家
あ
る
い
は
銕

仙
会
が『
国
栖
』を
本
来
の
詞
章
に
近
い
文
句
で
上
演

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
以
来
で
あ
ろ
う
か
。

さ
す
が
観
世
寿
夫
、
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
聞
き
手
の
小
辰
恭
子
氏
が
斎
藤
香
邨
氏

の
稿
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
く
。

　

さ
い
ご
に
、
そ
の
斎
藤
氏
の
稿
に
戻
る
と
、
同
氏

は
三
号
に
わ
た
っ
た
稿
を
、『
国
栖
』が
こ
の
よ
う
に

貴
人
を
憚
る
詞
章
に
改
変
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、「
別
組
」二
十
八
番
の
詞
章
を
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
提
言
で
結
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
導
か
れ

て「
別
組
」を
瞥
見
し
た
と
こ
ろ
、
は
た
し
て
、
ご
く

わ
ず
か
な
が
ら
、『
放
生
川
』『
摂
待
』『
昭
君
』『
吉

野
静
』な
ど
に
、
そ
れ
ま
で
の
観
世
流
の
詞
章
と
は

異
な
る
、『
国
栖
』と
同
じ
よ
う
な
貴
人
に
か
か
わ
る

待
遇
表
現
に
つ
い
て
の
改
変
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の

よ
う
な「
別
組
」詞
章
の
改
変
が
い
つ
の
こ
と
で
、
ま

た
何
人
の
手
に
な
る
も
の
か
。
そ
れ
は
現
行
の
大
成

版
の
来
歴
に
か
か
わ
る
こ
と
が
ら
で
も
あ
る
が
、
そ

の
点
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

（
京
都
造
形
芸
術
大
学
舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）                

　
　

新
役
員
就
任
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
３
月
８
日
開
催
の
公
益
社
団
法
人
銕
仙

会
定
時
社
員
総
会
に
お
い
て
左
記
の
通
り
新
役
員
が

決
定
さ
れ
、
同
日
付
で
就
任
を
致
し
ま
し
た
。

　

○
代
表
理
事　

観
世
銕
之
丞

　

○
理　
　

事　

浅
見
慈
一
、
鵜
澤
久
、
馬
野
正
基

　
　
　
　
　
　
　

観
世
淳
夫
、
柴
田
稔
、
清
水
寛
二

　
　
　
　
　
　
　

西
村
高
夫
、
武
川
芳
樹

　

※
任
期　

平
成
32
年
３
月
定
時
社
員
総
会
ま
で

又
、
平
成
29
年
12
月
７
日
開
催
の
臨
時
社
員
総
会
に

お
い
て
相
原
誠
、
北
永
久
の
２
名
が
監
事
に
決
定
、

就
任
致
し
ま
し
た
。

■
国
立
能
楽
堂
４
月
普
及
公
演
が
４
月
14
日（
土
）午

後
１
時
よ
り
国
立
能
楽
堂
に
て
催
さ
れ
、
能 

小
塩 

浅
井
文
義
が
上
演
さ
れ
る
。
番
組
は
他
に
狂
言 

止

動
方
角 

大
藏
吉
次
郎
と
い
う
も
の
。
天
野
文
雄
京

都
造
形
芸
術
大
学
教
授
に
よ
る
解
説
も
あ
り
。

入
場
料　

正
面
４
９
０
０
円
、
脇
正
面
３
２
０
０
円

中
正
面
２
７
０
０
円
、
学
生
脇
正
面
２
２
０
０
円
、

学
生
中
正
面
１
９
０
０
円（
全
席
指
定
）

お
申
込
み　

国
立
劇
場
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
７
０
・
０
７
・
９
９
０
０

■
４
月
14
日（
土
）午
後
１
時
よ
り
春
日
神
社
能
舞
台

に
て
第
45
回
篠
山
春
日
能
が
催
さ
れ
、
能 

鉄
輪 

大

槻
文
藏
が
上
演
さ
れ
る
。
番
組
は
他
に
能 

半
蔀 

梅

若
万
三
郎
、
狂
言 

寝
音
曲 
茂
山
あ
き
ら
。

入
場
料　

一
般
前
売
５
０
０
０
円
、
一
般
当
日

５
５
０
０
円
、
中
高
生
１
０
０
０
円（
全
席
自
由
）

お
申
込
み
・
お
問
合
せ　

篠
山
能
楽
資
料
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
９
・
５
５
２
・
３
５
１
３

■
代
々
木
果
迢
会
浅
見
真
州
喜
寿
記
念
公
演
が
４
月

17
日（
火
）午
後
６
時
よ
り
代
々
木
能
舞
台
に
て
催
さ

れ
、
能 

鸚
鵡
小
町 

浅
見
真
州
が
上
演
さ
れ
る
。
当

日
は
馬
場
あ
き
子
氏
に
よ
る
講
演
も
あ
り
。

入
場
料　

一
般
前
売
６
０
０
０
円
、
一
般
当
日

６
５
０
０
円
、
学
生
３
０
０
０
円（
全
席
自
由
）

お
申
込
み
・
お
問
合
せ　

小
早
川
修

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
２
・
４
６
２
・
９
３
５
０

■
清
水
寛
二
主
宰
オ
フ
ィ
ス
し
み
か
ん
に
よ
る
青
山

実
験
工
房
第
１
回
公
演―

能
舞
台
か
ら
伝
統
と
前

衛
、
ま
た
普
遍
的
な
表
現
を
創
造
・
発
信
す
る―

が

４
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）の
２
日
間
、
銕
仙
会
能

楽
研
修
所
に
て
催
さ
れ
る
。
こ
れ
は
現
代
音
楽
、
舞

踊
、
演
劇
、
美
術
、
能
楽
に
よ
っ
て
総
合
的
な
表
現

活
動
を
試
み
る
と
い
う
催
し
。
番
組
は
21
日
午
後

１
時
30
分
よ
り
能
舞 

相
聞 

清
水
寛
二
ほ
か
に
よ

る「
能
舞
台
に
響
く
、
現
代
音
楽
と
舞
」、
午
後
５
時

よ
り
能 

隅
田
川 

清
水
寛
二
、
お
話
し 

赤
坂
憲
雄
、

22
日
が
午
後
１
時
30
分
と
午
後
５
時
よ
り
音
楽
喜
劇 

メ
ド
ゥ
ー
サ
の
罠 

能
舞
台
版 

清
水
寛
二
、
高
橋
ア

キ
ほ
か
に
よ
る「
サ
テ
ィ
∞
能
」。（
全
席
自
由
）

入
場
料　

各
回
一
般
５
０
０
０
円
、
学
生
２
５
０
０

円（
当
日
券
は
５
０
０
円
増
）、
２
演
目
セ
ッ
ト
券

８
０
０
０
円
、
３
演
目
セ
ッ
ト
券
１
０
０
０
０
円

お
申
込
み
・
お
問
合
せ　

銕
仙
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
・
３
４
０
１
・
２
２
８
５

■
第
17
回
名
古
屋
片
山
能―

片
山
幽
雪
・
梅
田
邦
久

追
善
公
演―

が
４
月
21
日（
土
）午
後
２
時
よ
り
名
古

屋
能
楽
堂
に
て
催
さ
れ
る
。
番
組
は
能 

通
小
町
雨
夜

之
伝 

片
山
九
郎
右
衛
門
、
半
能 

山
姥
白
頭
・
長
杖
之
伝 

観
世
銕
之
丞
の
他
、
舞
囃
子 

海
士 

梅
田
嘉
宏
、
復

曲
狂
言 

蜂 

野
村
又
三
郎
が
上
演
さ
れ
る
。
演
能
の

解
説
が
聞
け
る
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
の
無
料
貸
出
あ
り
。

入
場
料　

指
定
席（
正
面
・
脇
正
面
）５
０
０
０
円

自
由
席（
中
正
面
・
脇
正
面
）４
０
０
０
円
、
学
生（
自

由
席
）２
０
０
０
円

お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

片
山
家
能
楽
・
京
舞
保
存
財
団

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
５
・
５
５
１
・
６
５
３
５


